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	「全員主役・全員本気・全員成長」の教育
	美里町立砥用中学校 学校だより

	愛郷心
	【学校教育目標】　　　　　 　郷土を愛し　　　　　　　 　　夢を描き　絆を深め　　 　　　　　　高めあう生徒　 　　　～輝きと潤い、探究と 　　　　　発見のある学校～
	新入生二十四名を加え　全校生徒六十三名で 令和八年度がスタートしました！
	　 春爛漫の四月八日（水）、多数のご来賓の皆様のご臨席のもと、令和八年度（第四十五回）入学式を行いました。  　今年度は二十四名の新入生を迎え、全校生徒六十三名、教職員二十四名が一緒になり学校教育活動を進めて参ります。新入生のみなさんの活躍を大いに期待しています。 　新年度にあたり、生徒には次のことを話しました。まず、『全員主役・全員本気・全員成長』の教育です。生徒数は少なくなりましたが、一人一人が輝く場が多くあると考えてください。このことを『強み』とし、生徒全員が主役となり、本気になって取り組み、みんなで成長する。これが大規模校にはない砥用中学校の『強み』です。 　次に、左↓に示した学校教育

	令和８年度砥用中教職員の紹介
	チーム砥用中がんばります。 よろしくお願いします！
	目標に込めた思いです。 　「郷土を愛し」は、故郷美里町のよさを知り深く探究し、発信することです。このことを通して地域を元気にすることにつなげましょう。  　次に「夢を描き」とは、自分の将来につながる進路を決定することです。そのために、中学校生活三年間でいろいろなことに挑戦し、自分の可能性を広げ


	自主 責任 実践
	る努力をしていきましょう。 　「絆を深め」とは、同級生二十四名・全校生徒六十三名の仲間の行動や考えを尊重し、いじめにつながるような思い込み等がないように、自分自身の思いを伝えられるような関係づくりをしていきましょう。 　「高めあう」については、人は仲間と励み合い、競い合い、支え合うことで成長することができます。生徒が主体となる活動を実践しながら、仲間と一緒に課題を解決する態度や能力を身に付けてください。
	（変更になることもあります）
	体育大会は５月１６日（土）です
	　改めまして、校長の瀧森智と申します。よろしくお願いします。私は六年前まで五年間、砥用中学校に勤務しておりました。その後三角中に三年、天草中に三年勤務し、再び地元の砥用中に戻ってきました。地域に貢献できる機会をいただいたことに感謝しています。 　さて、始業式で久しぶりに砥用中校歌を歌いました。以前から三番の歌詞の赤で囲んだ部分が好きです。学校だよりのタイ


	学校だよりタイトルを『愛郷心』とします
	～校長室より～
	４・５月の主な行事予定
	トルを何にするか考えていたとき、校歌のこの部分が頭に浮かびました。故郷を愛する心を持ち、教職員と生徒がともに響き合う関係を歌ったこの部分の『愛郷心』をタイトルにすることにしました。ふるさと美里町、母校砥用中を愛する心を持ち、「地域とともにある学校」及び「学校が地域を元気にする」ような活動に取り組んでいきたいと思います。砥用中の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いします。

	校訓



